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技術職員の年齢構成
平成１5年度および平成２１年度

平成２１年度
技術職員数
152名（再雇用4名を含む）

平成１５年度
技術職員数
１６４名



技術職員数の推移予測
平成19年~平成３０年



技術職員数の推移予測（その2）
平成19年~平成３０年



新人採用に向けた手続の流れ

技術部門連絡会議所長会議

人事委員会

機構試験統一試験
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技術部門連絡会議

研究所・研究施設の新人募集要求について調査

機構の年度毎採用計画数との調整

募集形態の決定

募集要項（案）の作成

人事委員会設置と試験スケジュールの決定

出題委員の決定



出題について

専門区分
　　大学卒程度の知識　（機械、電気、物理、電子・情報）
　　機構内での配置先に必要な知識

統一試験との難易度の整合
　　統一試験出題例から類推し、国家公務員Ⅱ種試験
　　地方公務員上級試験を参考にする

出題数、配点、時間への考慮
　　機構の技術職員に必要な知識、考え方が基準レベル
　　にあるかどうかを判定



採用案内の作成



採用案内の作成（その２）

機構の技術職員の仕事について興味を喚起する



各キャンパスの
加速器群

電子／陽電子線形加速器

KEKB衝突型加速器

放射光光源加速器

J-PARC陽子加速器





まとめ

技術職員の活動維持に向けて新人採用を行った

採用試験のスケジュールについて検討が必要である

応募者多数が望ましいが、基準レベルをどのように
維持するか検討が必要である


